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第
十
四
谷
　
　
紹
．
　
介

記
紀
の
記
事
に
穿
て
、
藩
命
の
註
灘
に
よ
る
整
理
に
終
始
し
て
贋

る
。
然
し
記
紀
は
勿
論
こ
の
國
の
成
立
瓢
こ
嚢
逮
の
記
録
で
あ
っ
て

人
民
の
蛋
活
を
蜀
象
、
こ
し
て
な
い
。
從
っ
て
そ
れ
に
見
ゆ
る
資
料

に
の
み
依
頼
す
る
峙
、
「
費
買
・
貸
借
・
奴
隷
解
放
の
如
き
行
爲

に
就
て
、
行
頭
の
方
式
－
こ
し
て
傳
へ
ら
れ
た
も
の
が
な
く
假
に
在

っ
た
に
し
て
も
見
る
べ
き
程
の
も
の
は
な
か
っ
た
ミ
推
定
せ
ら

れ
る
」
（
一
四
四
頁
）
。
然
し
古
代
早
言
制
度
に
締
て
の
研
究
は
今

時
の
就
會
人
類
曝
者
の
課
題
で
あ
り
ま
だ
断
片
で
は
あ
．
る
が
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
設
立
が
試
み
ら
れ
て
み
る
も
の
が
あ
る
。
二
に
認
識
の
鋤
象
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

就
て
、
法
を
「
肚
會
連
帯
の
右
形
的
シ
ン
ボ
ル
」
ε
す
る
デ
ユ
ル
ケ

ー
ム
の
論
を
参
照
さ
る
導
き
立
場
で
あ
っ
て
、
密
婦
志
に
見
ゆ
る

卑
彌
呼
國
の
記
事
が
日
本
法
制
史
上
に
重
要
な
資
料
を
含
む
事
を

認
め
ら
れ
つ
、
、
政
治
の
形
式
に
就
い
て
一
部
學
界
に
存
在
を
信

ぜ
ら
れ
て
る
る
導
入
政
治
に
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
叉
家
族

の
條
で
価
系
家
族
の
存
在
に
就
て
今
…
癒
の
考
察
が
識
し
て
頂
き

た
か
っ
た
ハ
．
こ
れ
は
上
代
駄
會
生
活
の
基
本
的
の
も
の
で
あ
ら
う

か
ら
。
叉
こ
れ
一
こ
關
饗
し
て
婚
姻
法
も
よ
り
組
織
的
に
理
解
さ
れ

る
の
で
な
か
ら
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
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四
四
〇
）

　
　
紹
介
は
た
“
上
代
に
止
る
の
を
遽
憾
、
こ
す
る
。
菊
版
六
三
渡
頁

　
を
翻
し
て
朝
廷
三
法
臨
代
上
を
終
る
膨
大
な
組
立
で
あ
る
が
そ
れ

　
が
一
貫
し
た
立
場
か
ら
整
序
さ
れ
て
渾
然
た
る
一
命
系
を
作
れ
る

　
事
は
從
來
か
塗
る
方
面
に
乏
し
か
っ
た
墨
界
の
大
き
な
牧
獲
で
あ
．

　
ら
う
。
然
も
爾
精
緻
な
記
蓮
ε
該
博
な
引
・
憲
ミ
は
論
文
集
璃
こ
し
て

　
の
特
色
も
兼
ね
た
も
の
、
こ
思
は
れ
る
。
　
，
ほ
の
ぼ
の
、
こ
光
明
に
接
し

、

　
た
る
が
如
く
に
思
へ
て
」
、
組
織
的
な
ろ
具
眼
」
の
…
部
を
な
さ
れ

　
た
愚
者
の
努
力
ミ
光
榮
を
出
し
そ
の
完
成
を
断
の
つ
・
、
一
夕
概

　
究
室
に
お
い
て
親
し
く
淳
々
煽
こ
し
て
訓
へ
を
賜
は
つ
た
厚
誼
を
思

　
ひ
つ
・
、
か
・
る
蕪
辮
を
蓮
ね
た
事
に
つ
い
て
寛
容
を
乞
は
ね
ば

　
な
ら
な
い
（
菊
版
六
三
五
頁
、
弘
文
早
智
行
、
軽
四
、
○
○
滝
藤
〕

　
　
　
麟
日
本
宗
激
史
の
研
究
　
　
　
　
長
沼
　
賢
海
著

　
　
宗
教
史
の
研
究
家
S
し
て
の
著
者
の
下
穿
二
十
年
問
の
掌
蹟
を

　
冷
め
て
一
巻
「
こ
し
た
も
の
で
「
親
思
寺
入
の
研
究
」
「
蓮
如
上
入
、
こ

　
↓
揆
運
動
」
「
念
佛
檜
の
妻
」
、
天
満
天
憩
の
信
仰
σ
愛
遷
［
「
倭
奉
こ

　
バ
ハ
ン
船
及
聴
器
」
「
西
宮
え
び
す
紳
」
、
安
藝
門
徒
・
こ
嚴
島
及
び
石

　
由
の
戦
雫
」
「
大
里
…
天
の
形
容
及
び
信
仰
の
論
罪
」
「
同
上
績
篇
」
「
天

　
草
の
は
な
μ
切
支
丹
の
研
究
旨
宗
像
紳
駄
の
阿
彌
陀
緯
石
下
時
頼
、



の
蚕
桑
論
－
こ
其
信
仰
ヒ
、
卒
戸
島
の
離
れ
切
支
丹
」
「
切
支
丹
、
こ
佛

教
」
の
十
五
篇
、
何
れ
も
藤
壷
雑
誌
そ
の
他
に
一
度
登
表
さ
れ
て
、

か
な
の
の
反
響
を
當
時
の
康
界
に
喚
趨
し
た
も
の
が
少
く
な
い
。

初
期
の
親
機
研
究
か
ら
最
近
の
切
支
丹
研
究
ま
で
、
研
究
封
象
の

攣
移
の
爲
め
に
苦
悩
は
あ
れ
¶
ご
、
切
支
丹
ミ
受
忍
の
比
較
研
究
は

か
う
し
た
苦
…
糊
か
ら
來
た
著
者
の
猫
壇
場
ε
云
っ
て
よ
い
。
（
菊

版
一
〇
一
九
頁
、
東
京
麹
町
教
育
研
究
會
獲
行
、
償
｝
○
圓
）

　
　
囎
概
説
臼
本
佛
激
史
　
　
　
　
　
橋
川
　
　
正
著

　
著
者
は
数
年
來
大
谷
大
學
で
口
音
佛
教
史
を
講
述
す
る
に
適
當

な
教
科
書
の
な
い
不
便
を
感
じ
て
こ
の
概
論
を
書
い
た
の
で
あ
る

ミ
云
ふ
。
教
理
及
び
宗
派
語
気
の
臨
監
の
み
な
ら
す
、
そ
の
俗
世

間
に
作
し
た
肚
會
的
意
義
を
示
す
こ
¶
こ
に
努
力
し
、
爾
ほ
美
術
工

藝
の
意
匠
の
上
に
あ
ら
は
れ
る
佛
教
的
理
念
に
も
漏
れ
て
一
つ
の

渾
然
た
る
佛
鞍
馬
化
史
を
な
し
た
。
叙
蓮
の
方
法
に
つ
い
て
は
特

別
の
新
味
は
な
い
が
極
め
て
用
意
周
到
で
親
切
で
あ
る
ε
云
ふ
こ

一
こ
が
出
鼻
よ
う
、
日
本
佛
教
史
全
艦
の
見
通
し
を
す
る
爲
め
に
は

恰
好
の
良
書
で
あ
る
に
相
違
な
い
（
出
版
三
八
七
頁
、
東
京
文
献

書
院
獲
行
、
償
二
、
五
〇
メ
四
域
布
村
〕

第
十
四
巻
　
　
紹
　
　
分

　
駒
武
家
時
代
の
研
究
　
第
二
懇
　
大
森
金
五
郎
著

　
既
刊
の
第
一
巻
ミ
共
に
源
李
時
代
を
取
扱
ふ
。
先
づ
奥
州
藤
原

氏
の
事
業
ε
文
化
に
筆
を
起
し
次
い
で
李
氏
の
勃
興
ミ
覆
滅
を
叙

し
源
李
交
戦
を
説
き
頼
朝
奥
州
を
征
し
て
天
下
統
一
の
成
つ
弛
こ

こ
ろ
で
終
っ
て
居
る
。
著
者
の
大
日
本
全
史
の
い
は
穿
各
論
を
な

す
も
の
で
あ
る
が
故
に
「
詳
密
な
る
大
日
本
全
史
」
一
こ
い
ふ
べ
き
感

じ
が
與
へ
ら
れ
る
。
著
者
の
懐
炮
す
る
歴
史
地
理
的
興
味
が
随
庚

に
あ
ら
は
れ
て
居
る
鮎
が
↓
の
特
徴
を
な
し
て
居
る
。
．
研
號
態
度

に
つ
い
て
は
時
代
本
質
の
把
握
に
つ
い
て
憾
、
こ
す
べ
き
瓢
が
な
い

で
も
な
い
襟
で
あ
る
が
，
こ
に
か
く
こ
の
荒
締
界
の
大
先
叢
の
力
作

た
る
を
思
ひ
愈
そ
の
精
進
を
捕
る
次
第
で
あ
る
，
（
菊
判
七
陶
三
頁

東
京
富
山
房
登
行
、
償
三
、
『
○
）

　
　
⑳
日
本
庶
民
敢
育
史
　
　
　
　
　
石
川
　
　
謙
著

　
そ
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
近
世
に
於
け
る
教
士
臼
撫
…
闘
…
の
超
封
建

的
傾
向
の
獲
達
」
ミ
あ
る
は
問
題
の
取
扱
に
於
け
る
著
者
の
態
度

を
よ
く
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
の
下
に
著
者
は
先
づ
近
蛍

の
墨
按
論
が
君
候
中
心
位
よ
り
士
民
本
位
ぐ
」
な
り
し
結
果
撫
席
強

制
、
學
校
公
管
、
萬
人
敏
育
、
裏
合
蹟
改
造
等
が
暇
へ
ら
れ
臆
て
敏

第
三
號
　
　
一
九
（
　
四
四
一
）


